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Alaskan Stream とペユ鮭漁場

大谷清隆

The Alaskan Stream and the Sockeye Salmon Fishing Ground 

Kiyotaka OHTANド

Abo加lct

On the basis of data on the tem酔ntureand cateh of sockeye副 monobtained 
by the Japanese mothership fishery， di民 riptionsand consid釘 ationshave been given 
to the ex旬nsionof the Alaskan Stream and also the s∞:keye回 lmonfishing ground 
during the貧困hing館側onfor the飽，venyears (1958-1964). 

The extension of the Alaskan S仕eamwhich is defined by the feature of 
minimum 切mperaturedistribution in the dichothermal layer， has shown three 
ωngue-like branches at the western portion of the stream σ'ig.20). 町民ontinious
zone日arecomposed of the鴎 branchesand the Subarctic Current water on the 
80uthern side， of the Western Subarctic Gyre water on the western side， and of 
the Bering sea water on the northern side. The shape of the branches is varied 
due to wind and other factors at every period and in every year， therefore the 
∞eanic conditions are extremely complicat吋.

A profitable fishing ground for commercial fisheries means an area whichωn 
produωa larger number ofωtehωof fish by a unit of effort. Such an area， 
showing the distribution of cateh per unit effort， is found along the di配 ontinious
zone or the inside of the zone as well， that is， drainage of the Al闘kanStream. 

High values of cateh per tan were found at AI and A2 in May and June， in 
the region of Amchitka pass in June， 1960 and 1961，叫ん and Aa in July and 
in no area in August. 

1 はじめに

漁業者にとって好漁場とは単位の努力量によって経済的に成り立つのに充分大きな漁獲の得られる

場所を意味している。北洋のサケ・マス漁業のように，操業日数と総漁獲量とが規制されている半管

理漁業にとってはこの好漁場を的確に選定することは定められた期間中に漁獲目標を達成し経済効果

を大にする意味で最も重要な問題である。しかし漁場構成に関する要因は複雑で多岐にわたってい

て，未知な事柄が多いため好漁場の予測選定に関して今日迄明確な解答は得られていなし、。同様に漁

場樽成に関与するー要因である物理的環境条件とサケマス漁場との関連についてはその現象すら明確

には把握されていない。

著者は漁場構成の主体であるサケ・マス自身の多くの要因は知り得ないが，側面的要因である物理・

化学的環境を代表する水塊(水系)とペニ鮭漁場との対応について整理考察を試み，一応の結果を得

たのでここに報告し他の誇要因に対する問題の提起としたい。

資料の提供を頂いた北海道区水産研究所北野清光技官ならびに米盛保技官の御好意にお礼を申し上

*北海道大学水産学部海洋学気象学講座
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げます。ならびに本研究を行なうに際して，終始御指導御鞭捲下さった小藤英登助教授にお礼を申し

上げます。なお資料の整理に当って漁獲統計資料の整理に関し当教室四年目の学生諸君の手をわずら

わした。

2 サケ・マスの漁獲量と海洋条件との二三の対応例

北海道大学水産学部練習船おしょろ丸が北洋練習航海に際して行なってきているサケ・マス流し網

の試験操業および海洋調査に著者が乗船，参加した数度の航海において，漁獲量の変動と海洋条件の

相違とに対応J性のある例が二三見られている。これらは断片的な現象ではあるが，サケ・マスの行動

が海洋条件の影響を比較的小さな時空間において受けていることを示唆するものであろう。

Fig. 1にこれらの試験操業と海洋観測の行われた地点を示した。
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Fig. 1. The region:and~the:l∞ation<'of ∞:ean暗raph旬、nd fishing stations u自edin Fig. 2-5 

1) 試験操業に際しては通常投網の直前または直後に海洋観測を行い，操業地点の海洋条件を知っ

ている。 Fig.1の左下側の三地点の T-S曲線を Fig.2-aに示し， bに反当り漁獲尾数を示した。

この海域は WesternSubarctic Gyreといわれる海流系に属している (Dodimead，Favorite & 1五rano

l開3)。一般にE寒帯水域の特徴として水温構造上に中冷水を有している。この中冷層の極小水温値

は冬期間の表面水温に近似し，冬期間に冷却と風によって対流混合しである一定の深さまで等温にな

り，夏期に入り表面近くが加熱を受け水温が上昇するためこのような水温構造を示すものである(字

国 1935)。したがって近接した二地点の中冷層の極小水温値に大きな差異が見られることは冬期間に

受けた冷却の条件が異なっていたことを意味している。

08. 49 では海水が融解した低い塩分の水が表面近くにあって，下層との密度差が大きいために加

熱期に入っても熱は下方に伝達されず表面近くだけが高温になっている。

08.50では0s.49と同じように 30m深と 50m深との聞に大きな密度差が見られる。しかし
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水温極小値は 100m深にあり， 50m深と 75m深の塩分はほぼ等しいのに反し 30m深と 50m深

の塩分差は大きし、。これは加熱期に入つてのち伽.49に見られるような表面近くの水が伸展して来

たことを意味している。

08.51では表面近くは伽.50にやや似ているがその極小水温値は前二点に比較して高温であり，

極端な pycn∞line も見られず表面と中冷層との塩分差も小さい。このように近接した二点である
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。自.50と 08.51は近似した T-S曲線を示しているが表層の水の性質からみて，全く同ーの水系で

あるとは言い難い。

伽.印 (F13)と 08.51 (F 14)において 1962年 6月 23日と 24日にそれぞれ試験操業を行

なった。Fig.15-dに示されているようにペニ鮭は両点とも反当り漁獲

尾数は小さい。しかしシロ鮭についてみると F13では 0.3尾/反であ

るのに F14では 3.8尾/反と 10倍以上の値である。両dl.tl点の聞には

Fig. 14-dに示されるように不連続域が存在することが推定されるが，

水系の相違がこのように漁獲の差異に影響を与えているのであろうか。

2) 同様な例はBering海東側の陸棚沿いの地点に於いても見られて

いる。 Fig.3-aに各測点の T-S曲線を示し， bに各操業地点でのサ

ケ・マスの漁獲尾数を示した。使用された流し網は各地点ほぼ同数で目

合別反数もほぼ同様である。 08.30，34及び 35はいずれも陸棚上の水

系に属しト表層は低塩分であって海底近くにはBering海系の水が潜入

している。伽.32と伽.37はBering海の反時計回りの流れに属し

ていて，中層部には Bering海に流入した AlaskanStreamの名残り

が見られる。

1961年の各操業地点において，ペニ鮭は 7月上匂であることと国務

径路より北側であったためか三点とも漁獲は少なかった。シロ鮭は F12

F 14とにやや多く見られるが三点ともほぼ同程度である。マスは F12 

に比較して F13とF14ともに 10倍以上の漁獲が見られる。 F13と

F 14 とは明らかに違った水系の中にあり，むしろ F12 と F14は

近似している。この両地点で漁獲されたマスは同一系統群であるかどう

かはわからないが，水系の相違に対応する漁獲量の差は見られない。こ

a凶らお お の場合国務時期によるマス自身の生態学的要因によってこのような現象

Fig. 4. Compari80n of を示すのではないだろうか。

salmonωtch per unit 1962年 6月 12日と 13日に前述の O圃.34に近い 2地点で同様
effort with variation varlauons な調査が行われた。 1961年の場合より約 20日間早いため両地点の表面
of temperature and 

近くの水温は低くなっている。 08.37 (F 12)は伽.32 (F 13) と
linity “O8horo 

maru" June 21-28， 同じ水系に属し，典型的なBering海水塊の T-S曲線を示している。

1部4) 漁獲尾数は前年の F13にくらべてベニ・シロとも同じ程度でありマス

が約8分の 1であった。陸棚上の伽.35 (F 9)では各魚種とも 10尾以下で伽.37 (F 12)の漁

獲数の 1割強にしか相当しない。 1961年の伽.34と比較すると T・.s曲線は全体に水温が低く示さ

れているが，水塊としては全く同ーのものと考えて良い。しかし漁獲尾数には大きな差が見られる。

1伺1年に見られた現象を考慮すると，伽.35 (F 9)と Os.37 (F 12)に見られる漁獲尾数の差は

両点の問の水温の差，または 08.35の低い水温が生理学的要因としてサケ・マスに影響を与えてい

るのであろうか。

3) 1伺4年 6月 21日から沼田の 8日間に同一地点で4回の試験操業と 3回の海洋観測を行っ

ている。その結果を Fig.4の上の図に水温と塩分の経日変化，下の図に反当漁獲尾数として示した。

21日と 24日の観測の結果は図に示されるように海況に大きな変化は見られなく，操業地点は近くの

海峡から流入した AlaskanStream系水の中にある。しかし 28日の観測によると 3.090Cの中冷

水が見られ等塩分線は深くなっている。これは 25日から 27日にかけて，南又は南西の風力 5以上

[XVI，4 報業産水大北
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19街1 大谷 Ala北anStreamとベニ鮭漁場

の風が吹き続いたため，西側のBering海系水がこの地点に吹き寄せられた結果と思われる。

反当りの涛獲尾数をみるとベニ鮭は 21日， 22日 24日と増大しているのが 28日には0.5尾/反

と激減している。シロ鮭もペニ鮭に比較して値は小さいが 28日の値は前三日の反当り尾数の 10分

の1にも達しない。このような漁獲尾数の急激な減少はある魚群の通過による現象であろうか。また

は水塊の交替に伴って，あるところを境界として魚群の密度分布が変るために見られる現象であるの

だろうか。

4) 同じ 1964年の航海においてシロ鮭の分布調査のため A国 duirsk首湾付近で数回の試験操業

を行った。この海域は冬期間の冷却が激しく，海底に至るまで結氷温度となり海氷が生成される。そ

の結果海氷の下には高塩分で低湿な水がつくられ下層に沈積される。加熱期に入るとこの海氷は融解

するが低塩分であるため下層の低温で高塩分な水との聞に密度差を生じ，これら上下の水は容易に混

合しない。それに加えて表層は加熱されるために水温が上昇し密度差はますます大きくなり夏期に最

大となる。したがってこの海域では夏期に表層の水温は 9-WC前後に上昇するが下層には OOC以

下の水温が見られる。

。5.103
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Fig. 5. Temperature，鳳linityandσIstrueture at (抱.103 (“Oshoro maru" 
Aug. 3， 1鈍4)

Fig. 5に伽.1ω の水温，塩分ならびに密度〈σt)の垂直分布を示した。この地点では 20m深

と 30m深との聞に顕著な therm∞lineと pycn∞lineが見られ，やや小さい hal∞:lineも見られ

る。そしてその下にはー1.00C以下のきわめて寒冷な水がある。海底近くの 1ωm以深では水温は

プラスになっているがこの水は南側のBering海の高塩分な水が沈潜し侵入しているものであろう。

試験操業を行う場合，投網時に魚探記録をとっている。0s.1伺 (F21)の場合，周波数 28KCの

魚採によって得られた記録によると 20m以浅には船底等の影響によるうすい影の中に，点点とした

濃い映像が記録され，それ以深 100m深までは全く映像は記録されない。しかし 100m以深の水温

がプラスの層に相当する深度には，やや不鮮明ではあるがちぎれ雲のような映像が記録された(記録

は事後処理の失敗のため写真として示し得なかった〉。この地点では約 7∞尾の鮭が漁獲されたがそ

の 95%は体長 45-50cm ぐらいの小型なシロ鮭であった。鮭の魚探記録については同航海中に冷

凍したベニ鮭を船底につるし，その映像を試験操業中に得た映像と比較し，同時に魚探に記録された

映像の数と漁獲尾数とがほぼ対応していること等によって，得られた映像がサケ・マスによるもので

あることを認めている。 100m以深に記録された映像は著者が海底におろした手釣りによってiスケ

-213-
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ソウダラをー尾釣り上げているのでスケソウダラによるものと恩われる。

サケ・マスはAlaska湾では日中 40m-50m深に多く見られ，夜間でも 20m深付近に多く見

られる (INPFC1961)0 Bering海の中でも夜間になお 30-36m深にサケ・マスの存在しているこ

とが確かめられている(INPFC1部町。おしょろ丸の魚探記録によっても 20m以深に全く映像の

見られない記録は A回 duirskii湾以外の他のサケ・マスの漁獲された操業地点では見られない現象

である。魚探記録に映像が現われなかったことをサケ・マスの不在とみなすならば，マイナスの水温

が生理学的要因としてサケ・マスの垂直分布を規制しているのではないだろうか。

以上に述べた例は断片的な現象の記録であって，これらの例からなんらの結論も導き得ない。しか

しこのような海洋条件の相違がサケ・マスに対し生理学的，生態学的要因としてなんらかの影響を及

ぼしていることを示唆するものであろう。

4 資料について

の水温肥録

本著に用いた資料のほとんどは，日本のサケ・マス流し網船団の母船ならびに先行独航船の観測資

料によっている。これらの水温記録は転倒温度計または B.T.によって表面から 100m乃至 200m

深まで観測されている。しかしその測定値は器差補正をしていないものもあるらしいので信頼限界は

Table 1. Sourees of the data on the temperature 

year Mother Ship Research Ve腿el

1958 Meisei-maru Kizan-maru Shf国 no・maru Kyokk，かmaru Oshoro-maru 

Kyoho-maru Jinyo-maru Chiyo・maru Einin-maru Hokusei-maru 

Koyo-maru Nichian-maru Shoei-m釘 u Miyajima-maru 

Kyokuzan-maru 

1959 Nichian-maru Einin-maru Kyokuzan-maru Chiyo・maru Oshoro・maru

Itsukushima-maru Shoei-maru Kashima-maru Kizan-maru Hokusei-maru 

Miyajima-maru Kyokko・maru Shinano・maru Koy'か maru

Kyoho-maru Jinyo-maru Etorofu-maru 

1960 Koyo-maru Shoei-maru Kizan-maru Kyoho-maru 白:horか maru

Jinyo-maru Kyokuzan-maru Ohtsu-maru Chiyo-maru Wakashio・maru

Kashima-maru Miyajima-maru Einin-m町 U Etsuzan-maru 

1961 Jinyo・maru Kyoho咽 aru Shinano-maru Kizan-maru Oshoro-maru 

Meisei-maru Miyajima-maru Meiyo-maru Kashima-maru Hokusei-maru 

1962 Kyokuzan-maru KIzan-maru Jinyo・maru Shinano-maru Oshoro-m町 U

Meisei-maru Kyoho-m釘 u Chiyo-maru Ohtsu-maru Ho】rusei-maru

Miyajima-maru 
1 

1963 Takashima-maru Kizan咽 aru Shinano・maru Meisei-maru Oshoro-maru 

Jinyo-maru Kyokuzan-maru Meiyo-maru Miyajima-maru 

1964 Meisei-maru Jinyo-maru Shinano-maru Chiyo-maru Oshorかmaru
K包an-m紅 u Kyoho-m釘 u Miyajima-maru Meiyo-maru Hokko-maru 

Etsuzan-maru 

Wakashio-maru 

-214ー



Alaskan Streamとベニ鮭治、場

:tO.20C程!良一と忠、われる。これらの資料の他に政府調査船および北大水産学部練習船おしょろ丸なら

びに北EメLによる品川'観測資料を用いた。 Table1 Iこ水ihiをldl.!dl'Jした船名を示した。
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2) 漁獲記録

この資料は各船上，，1から水産Ijに報告された操業記銚によった。資料は何回の各l辻船の位置(州立経

)文 1良一旬)，有効使用反数， f~~極jJIJif!.\J!Q尾数 . ill量;等のJSí日について記録されている。 1963年と 1964年

の記録には船団操業区域外で調査操業を行っている先行独航船の操業記録が記載されている。

船団は 30~左前後の独航船を減していて撚栄を行なう場合これらの独航船を行 ・ 列に配置する。そ

のため 1船団の占める而般は当然 10x 1。の面積より大きくなっている。また報告にある母船の位置

は正午位置，問]ち独航船から漁泌物を収容しているときの位置であって，かならずしも挟業区域の中
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心とは限らなし、。したがって記鉱上は紛皮，経)止とも 1J交付の表示となってし、るが実際には以上のよ

うな理由で，五年度で::tlO，経!交で土1.5'税伎の純凶内で船団が操業しているはJ合の位置を代表して

いると考えねばならない。1963年と 1964'1二の先行独航船の操業記録については船団操業の場合と巡

ってこのような拡がりはないものと忠、われる。

4 Alaskan Stream の拡がり

Alaskan Streamの流域は中冷庖水 温の分布図によって定められることを著者は先に報告した

(1965)。但し SubarcticCurrentとの法界については SubarcticCurrentの中冷水がこの海域東側

7子百τE

Fig. 7-g-i 
"υE 
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Fig. 8 a-i Minimum temperature distribution 

in the dichothermal layer for自vedays in 

1959. Same explanation in Fig. 6 
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では 150m 深にあり，その成肉も他水系に兄られる中冷水と巡っている (Koto& Fujii 1958)ために

明日庇でない場合がある。特にこの1'1411111にある WestWind Drift 1'.'; Subarctic Currentを分断する

ように北上した場合， または AlaskanStream が南下した場合に，両水塊がIE!'接接触し Alaskan

Streamの流域はこの方法では判然としなくなる。また漁期期間中，rtuー海域をー織に観測されるこ

とはまれで，魚群の移動に伴って船団が移動するため AlaskanStreamの拡がりのl時間的，空間的
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;&'lJYJはtllしくは知lり仰なかった。したがって出訓変動に及ぼすlt占安凶の拶切については本荘の主旨で

もないため全く考慮しなかった。このような不完全な部分を内包してはいるが，ここでは水温記録の

みが海汎解析に利則しれ}る資料であるので，各年について旬または半旬j'Jに縦割IJ他をそのまま同一時

における仙と仮定して解析を行った。

1) 1958年の海況 (5月 11日-8月 10日〕

1958年の句51IJ中冷用水温分布図を Fig.6・a.......i こ示した。 5月中旬には AlaskanStream と

Western Subarctic Gyre と の ~j1界はほぼ 167'E 線にれって見られ， 1.5'C と 2.5'C との等温

げO'E
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'
びる AlaskanStreamの分校が見られ

その}j.(側には SubarcticCurrentの 2.5'C以下の低溢な部分が見られる。 5月下旬には 50
0
Nに沿

ってや1
'
びる舌状分校が見られその先端ーは 1620Eに達している。 170'Eに沿って南にや1'びている分校

は WesternSubarctic Gyre との附に明l阪な境界を見せているが雨側と東側の境界は不明である。

6刀上旬には全体的に酋ブjに拡がり， 50'N に治う分校は依然認められるが観測ill'(がないので 165'E

以西の形状はわからない。 6月中小jには比較的!よい純聞に測点があるので AlaskanStream の西端

部の形状がIYl示されている。 5)J下旬に 50'N に沿って西)jにや1
'
びていた分校は分断され 48'N，
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1630Eに孤立暖水塊として存在している。 L50Cと 2，00Cの等温線は 500Nに沿って西方に伸び，

多少変質をうけた AlaskanStream系水が酋の方に拡がっているものと思われる。 6月下旬には

500N， 1650E 付近から西方に張り出した分校は南西にやIJぴ，1700E に沿っては南北より低温な水が

張り出していて，全体に西方にかたよって槌のような形になっている。

7月上仇Jに入ると船団はマスを漁獲目標としたためか 1650E 以西の海域に集中している。そのた

め AlaskanStream の主流域外に測点が集中しているが 1650EにれってJ克界のあることがうかが

われる。 Komandorskie詳尚南西には 2，50C以|二の純聞が見られる。これは Attu 誌西担li'i'合かIっ

Komandorskie J:H1雨 ~1!!合を阿にfil<V'る Alaskan S trea m の分以の問端部と思われる。 Kamchtka

半島東南岸にわって見られる 0.5~LOOC の等焔線に示される不連続域は Kamchatka 半島w停を

南下するi1ir; '7.Kとの問につくられるものであろう。 7 刀中 11 1]は全く小純聞に船I~ftは集中しているが，

WNに沿って 2.00C の等iZ紛が 1610E まで達していることは，変代を受けながらも Alaskan 

Stream の影符がこの付近にまで及ぶものと忠、われる。 7月下旬にも 500Nに治う張り出しは認めら

れ， LOoC以下の匁冷なif'i岸水との問に顕著な不連続域を形成している。 48'N にj17って東に仲びる

L50C の等洞at~は ， 6月下旬には 165'E村;i[に見られたのが，ここでは 168'Eに迷していて，8月

七1，，)1こは 1690E まで達している。 8J] U'Jには北側の分肢を除し、て大部分の流肢は 1650E 以東に

ある。
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全Nl聞を通して見ると，1958年のサケ ・マス1(('.1切中の AlaskanStreamの西端部の流域は 48'N

以北， 52'N 以南，165'E以来にあり，これより四方にやl'ひ'る二つの分校と南に張り!11す ーっの分校

が認められた。また AlaskanStreamの南側に認められる 1.5'C以下の中冷水はl時期とともに東方

に張り IUしている。これは BeringIiii北西部文は Okhotsk海のJg冷な水の流出の附加にflうもので

あろうか。

2) 1959年の海況 (5月 22日-7月 5日)

1959年は比較的観測航が多かったので半"Ijlij:に中冷用水温分布図をnliJ....、て Fig.8-a-iに示した。

1959 年は全!~J聞を通して，例年見られる 50'N に治う分校は顕著でなく 51 'N， 167'E にrl'心をも

っ孤立1I~水J鬼が見られた。 6 刀中旬以降には Attu 尚南西部に顕著な冷水の張り出しが見られ，漁期

初めの 5J1下'lijから 6月中七jまでは，Alaskan Stream は Subarctic Currcnt を分断するように

170'E付近で南下して WestWind Driftの水と接触している。全般的に流域は市に侃りm西部のJ克

界は判然としなし、。 北側の冷水の南下等にもより全体的に流域は 170'E 以来に見られるが， 一方

Attuぬと Kiska向との海峡をiiliって北内にや1
'
ひ

e

る分校が見られる。例午に比較して 1959午は流域

の酉への張り山しが小さいが，経度 180。において計算された AlaskanStreamの凶ブJへの流量，流

;aが例午の 2分の 1から 3分の 1にしか相当しないことによるのであろうか〔大谷 1965)。
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3) 1260年の海況 (5月 27日-7月 31日〕

11J別の中冷層水温分布図を Fig.10~a-g に示した。 5 月下11Jには 500N にそってやや制く Alaskan

Stream 0，流域が見られ，この南北には東方に{巾びる冷水の策り出しが見られる。 171
0

Eにそって{中

びる分校も例年通り認められる。 6月上旬には Attu 日西側の冷水の南下に伴って流域は細長くイ'1
'

び，500N にi0ぅ分校は南下 しているが 1620Eに迷し，一方 16TE にれって Komandorskie稗島

沖合にや1
'ぴる AlaskanStream の分絞が見られる。これら二つの分校は 169

0

E付近で南北の冷水に

より分断されそうな形状を呈している。
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1961. Same explanation in Fig. 6 

Bowers Bankの西側には 2.5'C以下の冷水があり .Amchitka Passには南側から 3.0'C以 Fの

冷水が張りI-Uしている。 6月中，下何には多くの船問は西部ifh#dから AmchitkaPass 付近に終到し

ているため Attu ，Ç~Nj!lの海況は不11月である。 Bering 海南点部には手11.1ゐ及び大限HJIJにわって，;rrく

の海峡から流入した AlaskanStream のtよがりが認められ，このヤよがりの北及び内側には Bering

海の中冷水があって雨水系の聞に不連続域が形成されている。

7 n 1:/11)に入ると船団は再び Kamchatka半島市Jin'jl合に移動し 165'E付近を'1'心にfi:業してい
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る。 AlaskanStreamはほぼ 166'Eにめって南北に鉱がり， 49'N に沿って 161'Eに達する分村と

53'N に治って内)jに 1'1'びるやや変質を受けた分校とが兄られる。 7 刀 rl~l "1)にはこのjf4ir!'1の分以は

1660B で分断され似立水塊となり，Alaskan Strcam の拡がりはほぼ 490N 以北， 1660E 以東，

530N 以前の海域に限られている。 1700E付近には 470N に沿って WestWind Drift系の際水が

見られ，同水系のr:nには SubarcticCurrcntの冷水が 480N に治って東方にや1
'
びている。この形状

は 7月下旬も同綴に示されている。

4) 1961年の海況 (5刀 27n-7月 20口)
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Fig. 14 a-f Minimum temperature distribution Fig. 15 a-f S凹 keyesalmon abundance for ten 

in the dichothermal layer for ten days in days in 1962. Same explanation in Fig. 7 

1962. Same explanation in Fig. 6 

1961年の何別中冷層水温分布図を Fig.12-a-fに示した。 5月下何には AlaskanStreamの拡

がりは 170'E 付近で南下して 46'N に迷する張り出しとして見られる。 Attu ，r;~南側と Bowers

Bank南側にはきわめて低ihfLな冷水が兄られ， 174'Eにめって北方に張り出している冷水とにはさま

れて分断される形状を♀している。 6)JJニ0')は 170'E 以東の海域のみでti.llin~ されているが前述の冷

水は依然として見られる。また AmtchitkaPass 付近には南側では 50'N に百って Bering海の
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中では BowersBankの東側にそれぞれ顕著な不連続域が見られる。 6月中旬には Bering海の中の

Alaskan Streamの流域はやや北上して兄られ， Bowers Bank西側と Amchita尚南i'i'合の冷水は

近接して AlaskanStream を分断するような形状を呈している。 6月下旬には船内1は再ひ Attu烏

m四漁場で操業している。 5月下旬に見られた Attu島南側と AlaskanStreamの南側から北方に

イ'1'ぴる冷水の張り出しは 1720E にめってみられ， 1700E 付近で南下していた AlaskanStreamの

探り出しは消滅して 500Nに治って{'1'びている。これはちょうど 5JJ下旬の潟i兄が 500N，1700E を

中心にH寺計廻りに回転し，全体に西方へ移動したように見える。
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Fig. 16 a-d Minimum temperature distribution Fig. 17 a-d Sockeye salmon abundance for 

in the dichothermal layer for ten days in ten days in 1963. Same explanation in 

1963. Same explanation in Fig. 6 Fig. 7 

7月上旬に入ると 1960年同j切に兄られたように o Komandorskie群.r，:j沖合に(1[，ぴる分村と 50"N

にほぼ治った分絞がみられるが全体的にみると 166"E 以東に主流減がある。 7)j'1川'Jには抑J，?，t_が品

ないので明際でないが 50"N にめう分校は 161"Eに迷している。

5) 1962年の海況 (5)j 21 n-7刀 20rI) 

1962 {手の ~IJ別中冷府水淑分布閃を Fig. 14-a-fに示した。 5凡下旬には 170"E付近に 46"N に
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よ土、する ';J~ り出しが見られ， 1961年1，;JiYJと全般的に似た形状を示している。 6)J上旬にはこの分校はや

や点に紗勤しているが， 1959 'Ic I，ij期と IdJ.t);iこ1恒例lの WestWind Drift と接しているようである。

175'Eにそっては 1961 I， lcl ， ijJ~Jに見られたように ， lyJ北から冷水が似人して AlaskanStreamを分

断するような形を示している。 6)J "1.'付には 169'E に治って市北に不述統以が形成されているが，

50'N に沿 う比較的IYJI!Ctな分以は 162'E に述している。 6)J下旬にはこの分以はやAPA4に移動し

164'E 付近にその凶端が見られる。 52'N，1700E付近からは Komandorskie群品市沖合を北凶に{tjl

びるぞやt2'nをうけたと!目、われる分以が兄られる。

7 )J上旬には 50'N に沿う分校はIJjび 161'Eに述し，KomandorskieJ作品プ'j]l'1にj'l'ひ'る分校もぬ

!J l1 をt!;めてはいるが lì iJlIII I ，ij，fJi認められる。この分絞の止~~{Ij ， Attu 山の t些ißUIにはややJ，~冷な水の，}長 り

山しがみられる。 7)J'IJ/，，;にはこの米冷な水の[判下がjift:jl';:になり ，Alaskan Streamの流域は全体に

l判に下っていて，そのけJalll焔iは 170'Eでは 4TNに述している。 -)j500N に治って山に仲びてい

る分以も出に移動し，ほぼ 490N に沿って凡られ，その凶端は 48'N，1630Eに見られる。

6) 1963年の海況 (5)J 20 [1-6 JJ 30 LI) 

1963 irの"I1)別ι1.lniMノ1<1'1，1分布16:1を Fig.16-a-dに示した。 5)J上旬には Alaskan S trea m の主

流域は 165'Eに迷し，1650E以凶には分断された孤立収水域が 50'N に沿って凶にやl'び 1600Eに

遣している。 6 ) J 上旬には Kamchat.ka 半rciJ.R沖合の冷ノkの南米への11~ りt1\しに刊'って Alaskan

Streamの流域は全体に1"Y4下している。 6月'1-11リには 5)]下旬に Attu山西側に兄られた冷水の張り

wしは分断され，Alaskan Streamの流域内に孤立冷水塊として伐っている。 168'E付近には刷に{巾

びる分校が 480N に迷し， 51 oN， 166'E付近から市西にやl'びる分校が見られる。 Attu!:J凶側から

はliiji.占の似立冷水塊の北Mに沿って，Komandorskie ll'fぬl判沖合にやl'びる分校が比られる。 6)]下旬

には多くの{Iーに見られる Attu!ゐ西~UJの冷水は消滅し ， Alaskan Stream の主流域は 166'Eに述し

て，1十j北プj向に治った不述統域が形成されている。 500N に沿って凶)Jに{tjlびている分以は例年のよ

うに兄られ， 161 'Eに迷している。

7) 1964年の海況 (5刀 21日-6)] 30日)

1964年の11115.1IJ中冷層水温分布図を Fig.18-a-dに示した。 5)J下旬には例年に比較して Attu!ゐ

f!liffUIの冷水の張 り出しは大きく ，Alaskan Streamの流域は版明白に|判11，，¥1.-，1700E以凶では流域の大

部分が 500N 以南に見られる。これに伴って流域の尚側の不連続域はほぼ 47'Nに治ってみられる。

6 )]上旬に入ると冷水域はややJ.lti七一りに拡がり， 1iれリ 500N に沿ってみられた AlaskanStreamの

分校は市に抑し下げられて 480N と 490N にあり ， 同級に 168 'E では流域のlij~IIJ~IJは 46'N まで
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Fig， 18 a-d Minimum temperature distribution Fig， 19 a-d Sockeye salmon abundance for 

in the dichothermal layer for ten days in 

1964， Same explanation in Fig， 6 

ten days in 1964， Same explanation in 

Fig， 6 

TyJ下している。 6月中旬になると Attu尚南~1! 1合に前述の冷水域は拡がり ， Attu J:~以西の Alaskan

Streamの流域を 50'N以南におし下げている。しかし反面に Attu，I，b以J.lnl!lには AlaskanStream 

の北上が見られ，また 167'E に沿って Komandorskie群局南沖合にやl'ぴる分校も見られる。前IIIJ

に 48'N，167'E付近に見られた冷水の小さな娘り出しは分断され， 49'N， 169'E付近に{且立冷水塊

として認められる。 45'N，163'E には 1961年 7月中旬 (Fig，12-f) と同じように WestWind 
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Fig. 20. Schematic representation of the extension of the Alaskan Stream. Circles 

represent oceanographic stations ("Oshoro maru" 1961， 1962 and 1964) 

Driftの温暖な水域が見られる。 6月下匂には Attu品の西，および南ドl'の冷水域は広く存在してい

匂。一方，167'Eに沿って Komandorskie群島i=1li<l'合にfiI'びる AlaskanStreamの分校は多少変質

しながら 53'Nに沿って西に{II'び 162'Eに達している。

このように Attu島南沖合に広く冷水域がみられたことは 1964年の海泌の大きな特徴であるが，

これに似た形状は 1959年 6月中 ・下旬，1960年 6月上旬，1962年 7月上ノL1Jに見られているが，

1964年のように長期間にわたって存在している例はなし、。

以上，各年の AlaskanStreamの流域の拡がりに主l恨をおし、て述べて来たが，この海域で Alaskan

Streamは三つの水塊に接触しているため，各水塊の状態の変化にf'I'ってそれらの相互位置はめまく

るしく変化し，極めて複雑な海況を呈する。しかし一般的にみられる AlaskanStreamの形状とし

て桜式的に図示すると Fig.20のように示される。図の斜線をほどこした部分は AlaskanStream 
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の流域を示し，その分校をそれぞれ At， A2， As とし，冷水域の張り出しにはそれぞれ8"， C!， C2， 

Cs， Beと記号をつけた。図中の円と番号は海洋観測点であり，それぞれの円の中の印はFig.21に

示されている印に対応している。

A1分校は本章にしばしば用いた r1700Eに沿って南に伸びる分校」に相当し， Azは r500Nに沿っ

て西へ伸びる分校J，Aaは rKom肌 dorskie群島南沖合に多少変質を受けながら伸びている分校Jに

それぞれ相当している。 同様に rAttu 島西南沖に見られる冷水域はJ Caに相当し，rAmchitka 

Pas岨付近に南北から張り出している冷水」は8"， Bcにそれぞれ相当している。これらの記号をつ

けた水域がどのような水系に属しているのかを知るために代表的な点について，おしよろ丸の 1961，

1962， 1部4の各年の観測資料にもとづいて解析するとFig.21の T-S曲線のように示される。

斜線をほどこした中に見られる 3，14，

16の各点はほぼ同様な T-8曲線を描く。

Alaskan Streamは他の三つの水塊に比

較して温暖であることは一つの特性であ

るが，流域西端部に相当するこの海域で

は冬期間に若干の冷却を受けているた

め，表層部は対流または風による混合に

より等塩分となり，加熱期に入って表面

近くから水温が上昇していくため，表層

底部に中冷水として低温な水が見られ

る。この中冷水の下には季節的な変化を

受けない層にこれより高い水温が見られ

るが， Alaskan S仕草am のその水温は

4.00C前後の値を示すことが一つの特徴

.C 

6.0 

3.0 

2.0 

T 

7 暫同-m"m 
一一品s

として知られている(大谷 1965)。これ 話 fJ 34.0 35.0恥

らの三点は良く Alaskan Stream 水塊Fig.21. Temperature-鈍 linitycurves of the stations 
の特性を示している。 shownin Fig. 20 

Sc水系に属して示された 20，23の各点の T-S曲線を見ると，上に述べたと同様な過程によっ

て表層は等塩分になっているが，その中冷水は holoclineの中に見られる。したがってこの中冷水は

先に述べた過程によってつくられたものではな~， advectionによる他水系水の流入混合の結果みら

れるものである (Koto& Fujii 1958)。この中冷水はAl凶:kanStreamの中温層とほぼ等しい密度

面にあり，三陸沖で見られる親潮潜流(宇田 1935)と同様 Okhotsk海より流出した寒冷な中層水を

起源としていると息われる。そのため中温層は他のいずれの水塊よりも低い値をじめしていて，この

ような特徴を示す水塊は SubarcticCurr阻 tと呼ばれている。

Czに示される 1は Kamchatka半島の沿岸水の影響を受けて表層の塩分は低い。中冷水は対流混

合によって生成されたものであるが，その値が低いことは冷却の激しさを示している。同じように11

は表面近くの塩分は低いが中冷水の塩分は比較的高<，こρ簡に小さな hal∞:lineが認められる。こ

れは 2ーので述べたように海氷の影響と思われる。これら 2点の中層以深では T-8曲線は全く一致

し，中温層水温約 ~3.60C で， Alaskan Streamと SubarcticCurrentの中温層水温の中間の値を示

している。このような特徴をもっている水塊は Wes旬:rnSubarctic Gyreと呼ばれている。

Caに示された 9と 13はほとんど同じ T-8曲線を描いている。表層はほとんど等塩分であるが，

中冷水は他に比較して深く，その値もきわめて低く，冬期間の激しい冷却と強い風とのきびしい気象
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条件をあらわしている。しかし中温層についてみると 3.90C程度であって AlωlkanStreamの中層

水に最も近似している。したがってこれらの水はBering海の西側において形成され，夏期にこの海

域に張り出して来たものと思われる。

Beについては 2-3)で述べたようにBeri噌海水塊のものである。

C1に示された 10の T・8曲線を見ると，表層の等塩分層の底部と中層とに水温極小値がそれぞれ

ある。そして表層の T-S曲線は比較的 C2に見られるものに近似しているが，中層に見られる水温

極小な層より深い部分は全く scにみられる T-S曲線に一致している。即ち，表層(この場合約

100m以浅〕は WωtenSubarctic Gyre系の水であって，中層以深は Suba民 ticCurrent系の水

であり，この海域は二つの水系の混合海域であることがわかる。但し，中冷層水温分布図では水温の

低い方の値を用いているので，表層の WωternSuba四ticGyr畦系の水の拡がりを示していることに

なる。

これらの各分校，または張り出しは各年毎，各句毎に激しく変動して見られる。Fig.20に示され

るん分校は各年常時認められている。しかしム分校は 5・6月には多くの年に認められているが

7月以降は， Subarctic Currentの東への張り出しが明瞭になるとともに消滅するようである。一方

Auは各年， 6 月中旬以降に認められ，中冷層水温が他の分校に比較して低濃であることから他水系

水と混合しながら伸びている分校と思われる。

5 ベニ蜂の密度分布

ここで用いている密度という言葉は母船式サケ・マス漁業において使用している流し網によって漁

獲されるベニ鮭の， 単位努力量当りの漁獲量， 即ち反当り尾数を意味している。 3-2)で述べたよう

に，漁獲資料は緯度経度1度毎の区域の位置について記録されているので，各年の句毎 (1959年は半

句毎)に，同一区域 (10x1つにおいて使用した網数と漁獲されたぺニ鮭の尾数を操業回数に関係なく

集計して， 密度を求め， 10 x10 の区域毎にその値を示した。 したがって期間中に 1回だけ操業した

場合の値と，多数回操業の平均値として示される値とがあるが，それらには操業回数の重みずけはし

ていない。但し図中には使用された網数を円に付けた黒印によって表示しである。 1000反以下のもの

は先行独航船によってs回以下の操業が行われた事を意味し， 1001-5000反のものは先行独航船によ

って 4回以上の操業のあったことを示す。但し操業回数は同一区域内で複数隻の先行独航船が同一日

に操業する場合があるので，操業日数とはかならずしも一致しない。 5001-10(削反の場合は通常一

回の船団操業の行われた場合であり， 10001-臥剛的反の場合，船団操業が 1乃至数回行われた場合

で， 50001反以上は5回以上船団操業の行われた場合を示している。船団操業の行われた区域におい

て，先行独航船による操業が行われている場合，その資料は同一に集計しである。

ベニ鮭の年別，句毎の密度分布をFig.7， 9， 11， 13， 15， 17， 19にそれぞれ，相当する期間の中

冷層水温分布図に対応して示しである。

1) 1958年 (5月 11日-8月 10日)

1968年の匂別ベニ鮭密度分布図をFig. 7-a-iに示した。 5月中句の船団の操業海域は 500N，

170・Eを中心とする狭い範囲に限られているが，密度の高いものは 1670Eに沿う不連続域に見られ，

これより東側の AlaskanStreamの流域内では中程度の値を示しているσ5月下旬は前句同様， Al 

分校の西側， 1670Eに沿って比較的高い密度分布が見られる。喧月上旬も同様に 490N，1690E付近

に比較的高い密度分布が見られる。 6月中旬にはこの比較的高い密度分布は拡がって 500N 以北に

も見られる。しかし 1650E以西の W倒総m 伽 barcticGyreの中には高い密度は見られない。 6月下

匂には AlaskanStreamの流域内または不連続繊の全般にわたって密度は高くなり， Al分校では 3..0

尾/反以上の密度が見られ~o7 月上旬には多くの船団はマスを主漁獲目標としたためか， Kamchatka 
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半島南端沖合に集中して操業していQ が， 1640E 以西， 500N 以南の密度は低く， A2， A3分校に相

当すると思われる暖水の張り出し付近に 5.0尾/反以上の高い密度が見られる。 7月中旬は前句同様

操業海域はせまく， A2 分枝が変質しながら伸びていると恩われる暖水域の北側に高い密度が見られ

るが他には高いものが見られない。但し 520N，1590Eには 4.1尾/反の高い密度が見られている。

これは遡河直前の魚群であろうか。 7月下旬は前句と全く同様で 500N以南には高い密度は全く見ら

れず， 510N に沿う暖水域に比較的高い密度が見られる。この暖水域の西端で比較的長い日数の操業

によって 4.2尾/反の密度が見られることは注目に値するであろう。 8月上旬には 510N以北に比較

的高い密度が見られるが，これ以南では極端に低く特に 500N 以南では皆無に近い状態である。

1958年は全般的に高い密度は見られず， 6月下句から 7月中旬の間に比較的高い密度がみられたが，

その範囲は狭かった。船団操業は図に示された海域外では行われていず，先行独航船の操業記録は得

られなかった。

2) 1959年 (5月 盟 日-7月 5日〉

1959年の半句別ベニ鮭密度分布図を Fig.9 a-iに示した。この年は水温記録が比較的多かった

ので海況解析を 5日間毎に行ったため，それに対応して密度分布も 5日間毎に集計して示した。 5月

沼田-26日には 19回年同様印。N，1690E付近に比較的高い密度が見られるが全般的に値は低い。

5月 27日-31日にもほぼ同様な密度分布を示しているが全体として値は低く， 50oN， 1690E と孤

立暖水塊中に比較的高い値が見られる。 6月 1日-5日では密度はほとんど1.0尾/反前後となり，

わずかに 1690Eに沿う不連続域と前述の孤立暖水塊の中に比較的高い債が見られる。 6月6日-10日

には全域にわたって1.0尾/反以下になり， 孤立暖水塊の中にのみ1.6尾/反の密度が見られる。

6月 11日-15日には 490N，1710E と5OoN，1780Eにやや高い値が見られるが，他の操業区域は

ほとんど1.0尾/反以下である。 6月 16日-20日は前述の地点にはやや高い値が見られるが，多く

の区域では1.0尾/反前後の密度である。 6月 21日-25日には前 10日間に 490N，1710Eに見

られた比較的密度の高い魚群が西へ移動したためか， 510N， 1670E 付近の舌状分校 Azにやや高い

密度が見られる。この分校は 6月 26日~初日には再び孤立暖水塊として認められるが，密度は低

くなり， 520N， 1640E付近に比較的高い密度が見られる。 7月以降はこの海域には高い密度はみられ

ず，船団の多くはOlyu句凶lkii岬と Navarin岬沖合に移動している。しかし， 7月6日から 15日

の聞に 520N，1630Eの区域で6日間の操業によって 4.4尾/反の 1959年としては最も高い密度が

見られた。 1959年は全般的に高い密度は見られないが，船団の操業地点が AlaskanS也容amの流域

内又はその近傍に多く見られていることは注目すべきことであろう。

3) 196。年 (5月 27日-7月 31日〉

1鈍O年の句別ベニ鮭密度分布図をFig.ll-a-gに示した。 5月下句では前 2年に比較して全般

的に高い密度分布を示していて， AI及び A2分校の中またはその不連続域に高い密度分布が見られ

る。 6月上旬にはん及びAz分校内に比較的高い密度分布を示しているが，前句に比較して値は小

さい。しかし5OoN，1790Eに 7.0尾/反以上の非常に高い密度が見られている。 6月中旬は船団の

ほとんどはAmchitkaPωs付近とBeri晴海南東部に移動して操業している。前匂と同様に5OoN，

1790E付近には高い密度が見られ， Adak島北方沖合では At同島以西の漁場では見られない高い密

度分布を示している。 6月下句には高い密度を示す区域は少くなり，やや東の方に移動して見られる

カむ 11.3尾/反の高い密度が見られる。この海域において，船団操業によって知られた最も高い密度

は 22.4尾/反であった。 このベニ鮭は日本政府調査船越山丸の調査結果によると 42年魚が主体で

あり(町PFC1961)，この海域で漁獲されるベニ鮭の多くは，淡水生活期と海洋生活期における鱗の

成長の割合(久保・小坂 1959)，あるいは数多くの標識放流の結果 (Hartt1鮪2)等によって， A出回
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系 (Bristol湾系〉であることが知られている。

7月上句には船団は 1670E以西海域で操業している。 AlaskanStreamの西へ伸びる分校は 490N

に沿う Az分校と 430N に沿っている As分校の2つが認められる(Fig.10-e)が，船団の操業区

域はこの2つの分校に沿っていて， Az分校の北側の不連続域に沿った操業区域は全般的に高い密度

を示している。 7月中句にはやや東寄りに操業海域は移っているが，480N 以北ではほとんど全体に

高い密度分布を示している。 480N，1710E 付近で Az分校は冷水によって分断されているが，その

近傍で 7.0尾/反以上の極めて高い密度分布が見られる。 1650E 以西の1.50C以下に示されている

海域においても，高い密度分布が見られるが，これらは遡河に向う魚群であろうか。

480N 以南の海域にギン鮭を漁獲目標としている船団の操業区域が見られるが，ベニ鮭の密度分布

はAlaskanStream流域内の 10分の 1程度である。 7月下旬には全体に密度は低くなっているが，

A2分校沿いには高い密度が見られる。

1部O年は漁期全般を通して密度は高く，その範囲も広く，本著で解析を試みた7年間の中で最も高

い密度分布を示した。なお，図示された海域外での操業はほとんどなかった。

4) 1961年 (5月 27日-7月初日〉

1961年の句別ペニ鮭密度分布図をFig.13-a-fに示した。 5月下句には高い密度はみられない

が AlaskanStreamの流域内にほぼ一様な密度分布が見られる。 6月上旬には， 1960年と同様に，

Adak島南沖合に高い密度分布が見られ，中旬にはBering海の中に入って， Adak島北沖合に高い

密度分布がみられる。

同年に Brisω1湾全域において漁獲されたベニ鮭の年齢組成は 52年魚が卓越していたことが知ら

れている(松下 1964)のでこれらの魚群は， 1960年にこの海域に高い密度分布を示した魚群と同じ

年級若手のベニ鮭と恩われる。

6月下句にはこれらの魚群が 1750W 以東に移動したためか，船団は再び Attu島西南沖合で操

業している。この海域での操業区域はほとんど AlaskanStreamの流域内に限られ，流域の南側に

高い密度分布を示している。 7月上旬には前句に比較して密度は全体に低く， As分校の西側に比較

的高い密度分布を示している。 7月中句になると Az分校内にやや高い値がみられるが，全体に低い

密度分布を示していて，前年同様 470N以南ではベニ鮭の密度は極めて低い。操業海域は図に示され

た範囲に限られている。

5) 1962年 (5月 21日-7月 20日〕

1962年の句別ベニ鮭密度分布図をFig.15-a-fに示した。 5月下旬は全体に密度は低いがん分

校の南西側にやや高い密度が見られる。 6月上旬には A1分校の西端に比較的高い密度が見られるが

全体的に低い密度分布を示していて，1部O年と 1961年に好漁場が形成された Adak島南沖合にも高

い密度分布は見られない。 6月中旬には 19回年同期同様， 1700E以西に船団は集中し，比較的高い

値は前句同様 A1分校の西側の不連続域付近に見られる。一方 Komandorskie群島南沖合にやや高

い値が見られ，全体的に前句より高い密度分布を示している。 6月下句にはAl鋪kanStreamの流

域内はほとんど同じ程度の密度分布を示しているが，操業区域は流域内にのみみられる。 7月上句は

ん分校とん分枝の付近に集中して操業しているが，比較的高い密度分布が両分校の付近に見られ

ている。 7月中匂には As分校とAs分校の付近の密度分布は幾分低いが大差はない。しかし 490N

以南の海域にはほとんど高い密度分布は見られない。 この後7月26日までで操業は打ち切られてい

るが，過去数年同様図中に示された海域でのみ操業されている。

6) 1963年 (5月 21日-6月初日〉

1部3年の句別ペニ鮭密度分布図をFig.17-a-dに示した。 1962年までの漁獲統計資料には船団
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操業による漁獲資料が示されていて，先行独航船による操業記録を別欄で示していなかったので，船

団操業の行われた区域に限って密度分布を知ることができた。しかし 1部S年以降は先行独航船によ

る試験操業結果を知ることができたので，船団操業の資料と併せて用いた。Fig. 17-a-dに示した

密度分布図中の，円内の上側または上側と下側に黒印しを付けてあるものは，先行独航船による結果

である。船団操業の場合 10x1。の区域外に拡がって操業していることは明らかであるが，先行独航

船の場合はー船による操業であるので，ほぼ 10x1。の区域内における密度分布と考えてよい。円の

中の数字，即ち密度の値がOと記されているのはベニ鮭の魚獲が皆無であったことを意味し， 0.0と

記されているのは密度が 0.05未満であることを意味している。

5月下旬の Fig. 17 aを一見してわかるように，先行独航船のみの操業区域はほとんど船団操業

の行われている区域の周辺を囲むように見られ，そのほとんどは船団操業の行われている区域より密

度が低い。比較的高い密度は AlaskanStreamの流域内，特に西側の不連続域に沿ってみられる。

6月上旬には 500N，1700E付近に東西に細長くやや高い密度分布が見られ， Kiska島付近にもやや

高い密度が見られるが， 1960年のような高い密度は見られない。 A1分校と A2分校は前句と大差な

い。 6月中旬には全体的に密度は低くなり ，2.0尾/反以上の密度分布を示すのは A1分校内と，前

句 Kiska島付近に見られた魚群であろうか， 510N に沿って 1730E-1770Eの聞に見られる。 6月

下句にはこのやや高い密度分布は北に移りその範囲はせまくなっているが， As分校に沿って北西に

密度分布の嶺が見られる。これ以降は水温記録が多く得られていないので密度分布図も省略した。

7月に入ると，一部の船団はOlyu句rskii岬沖合で操業していて， 580N 以北の 1700E に沿う小範

囲で 2.0尾/反以上の密度が見られる。一方 1640Eに沿って 520N付近にも小範囲に 2.0尾/反以

上の密度がみられる。 7月中句には前述の小範囲に比較的高い密度が見られるが， 2.0尾/反以上の

密度は数区域にしか認められない。この期間に Navarin岬沖合にもシロ鮭を漁獲目標として船団操

業が行われているが，この海域のベニ鮭の密度分布は 0.5尾/反以下であった。また 480N，1700E 

付近には例年のようにギン鮭を目標として船団操業が行われているが， 490N 以南のベニ鮭の密度分

布は皆無又は 0.1尾/反以下である。 7月下旬にはほとんどの船団がこのギン鮭を目標として操業し

ているが，ベニ鮭の密度分布は 480N 以南では皆無であり， 500N 以南の 1700E以東の海域では

0.3尾/反以下で東寄りに低い密度分布を示している。 1部8年は漁期始めは他の年と密度分布に大差

はなかったが，漁期が進むにつれ減少し， 1962年同様AlaskanStream西端流域にのみやや高い密

度分布が見られた。

7) 1964年 (5月 21日-6月 30日〕

1鵠4年の句別ベニ鮭密度分布図をFig.19-a-dに示した。 1鵠4年は前年同様に先行独航船の操

業記録が得られている。 5月下旬には前年同期とほぼ同様に 2.0尾/反以上のやや高い密度分布が

480N， 1680E 付近に見られるが，前年に比較すると南東寄りであって， Alaskan Str句 m の流域の

南偏に良い対応を示している。 6月上旬には全体に密度分布はイ尽く， 2.0尾/反以上の値はほとんど

見られず， 1.5'尾/反以上の客、度分布は 470N，1690E から細長く北西方向の区域にわずかに見られ

る。 6月中旬には， 490N， 1690E にある孤立冷水塊の西又は北側に 2.0尾/反以上の密度分布が見ら

れ， 1.5尾/反以上の値はこれをかこんでやや西寄りの区域に見られる。 6月下句には全体に低い密

度分布を示し， 1959年と全く同様な状態がみられる。 7月以降は前年同様水温記録が多く得られてい

ないので，密度分布図も図示しなかったが， 7月上句には全船団はOlyutorskii岬及び Navarin岬

沖合のシロ鮭を目標に移動し， 470N 以北の B町ing海全域で操業している。しかしベニ鮭の密度分

布はほとんど 0.5尾/反以下であった。 7月中句には大部分の船団は再び南下し， 50oN-470N， 

170・E-1800E の海域でギン鮭を目標として操業しているが， 0.1尾/反以上の密度分布はほとんど

-236-



1錦町 大谷-Al畠紘anStreamとベニ鮭漁場

見られず，ベニ鮭の漁獲は皆無に近い状態であった。 7月下匂に Adak島と Kiska島の南沖合にそ

れぞれ 2.0尾/反以上の密度分布が見られたが， 8月上旬にはこれらの区域も1.0尾/反程度の密度

分布を示すに過ぎなかった。一方向時期に 530N に沿って 1610E-1670E の区域に 2.0尾/反以上

の密度が見られ， 520E， 1650E付近では3.5-4.0尾/反の比較的高い密度分布が示されていた。そL

てこれらの魚群は，おしょろ丸が 8月 118， 12日にそれぞれ 51008'N， 167042'E (F 23)， 53001'N， 

167000'E (F 24)の地点で，試験操業を行った際に漁獲されたベニ鮭と同一の魚群と恩われる。 F23 

では反当り1.3尾， F 24では反当り1.1尾の魚獲を得ているが，魚体測定を行った各々 30尾ずつ

のペニ鮭は体長 49cm 前後，体重1.5kg 前後で年令は~又は5a年であり，生殖巣は雌で約 10g，

雄で 19前後のものであって，これらの魚群は未成熟なべニ鮭魚群であると思われる。

6 ベニ監の密度分布と AlaokanS田 amとの対応

ベニ鮭の分布は広く亜寒帯水域全体にわたって見られる(今回 1959)が商業的には魚群密度があ
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囲は沖合では主として母船式サケ・マス漁業の行われてい

る海域に見られる(松下 1船4)。しかしこの海域において

も一様に高い密度分布が見られるのではなく，ある期間に

特定の海域にのみ高い密度分布が見られるのであって，各

年によって，また各時期によって，密度の値と高い密度分

布を示す海域は変動している。

前節に示した密度分布図において 1958-1962年の5年

間は船団操業による結果のみを示しているが，実際の操業

の際は， 1錦3，1悌4の両年同様，先行独航船を用いて魚群

探索を行い，その結果比較的密度分布の高い区域に船団は

移動して操業している。 Fig.17， 19を一見して理解され

るように，船団操業を行っている区域には高い轡度分布が

見られ，先行独航船のみの操業が行われている区域は低い

密度分布である。従って前5年の場合も船団操業の行われ

ていない海域は低い密度分布を示している場合が多いと恩

われる。すでに前節で述べたように，各年，各時期を通し

て AlaskanStreamの流域内にのみ相対的に高い密度分

布が見られ，特に他水塊と接する不連続域に比較的高い密

‘ 度分布が見られ，いわゆる潮目漁場が形成されている。し0180ーA， 
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3 かし，この流域内においても各年，各時期によって高い密
1963 A2 

一一 O
噌

A3 

Aa S やウー
" 一一一一

A， 0100ー
1964A. 一一一一

A3 
← 一一一

ト¥J
. 

7<. 

度分布を示す場所は変化し，また7月以降には産卵のため

s に接岸する魚群であろうか， この流域を離れて We目tem

Subaretic Gyreの水域に高い密度分布が見られる。しか

し，なおその閣の不連続域には高い密度分布が見られてい
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このように AlaokanStreamの流域内に高い密度分布

が示されることは明らかであるが，時期によって高い密度

を示す海域は異なっているので，各年毎に高い密度分布の

見られた時期と海域をまとめFig.22に示した。
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図中の Al， A2， AsはFig.20に示した各分校を意味しているが，この分校はあまり明確なもので

はなく，一応 AlaskanStreamの西端流域のそれぞれ，南，西，北西の方向に伸びている張り出し

部分という程度の意味である。また Aaは同様に AmchitkaPa邸付近の流域を指していて， 8及ひ.

N はそれぞれ Aleutian列島の南方海域，北方海域を意味している。

漁期始めの 5月中，下句は， Al， A2分校の海域に高い密度分布が見られ，また A1分校の南西部

の WestWind Drift系水と接している付近にも高い密度分布が見られる。 6月上句にもこの高い密

度は AI分枝内に見られるが，一方As分校にも高い密度が見うけられる。 AI分校に高い密度が見

られるのは通常 6月中句まであって， 7月に入るとその密度は急激に低下する。 A2 分枝は漁期中は

ほとんど全期間高い密度を示すことが多いが，6月中，下句以降に高い密度がみられる。 As分校に

は漁期始めと漁期後半が密度高く， 6月上・中句頃は比較的に密度が低いようである。

ベニ鮭の来務時期はアジア系ではKamchatka半島の東岸の Kamchatka河の来潜時期が早く，

その盛期は6月中・下句である。一方向じく西岸のOzernaya河では7月下旬が盛期であるが一般に，

東岸の河川の盛期は西岸の盛期にくらべて約1カ月早くみられる(松下 1964)。このような地方群別

来瀞期の違いは沖合においても当然その出現時期と場所を変えているはずであるが， At， A2， Asの

各分校で高い密度を示す時期に違いがあることはこれらの地方群に対応しているのであろうか。

1部O年と 1961年には 6月に Amchitkap，細海域に高い密度分布が見られている。 6月上旬に

は Aa-S海域の中に極めて高い密度を示し，中句または下旬には Aleutian列島を越えてBering海

に入り， Aa-N海域に極めて高い密度が見られる。これらの極めて高い密度分布は Aa-S海域では

Subartic Currenとの不連続域にみられ， Beri晴海の中の Aa-N海域では，冬期間に冷却を受けて

B釘 ing海水塊としての特性を持っている水塊との境界付近に見られ， ここでもいわゆる潮境漁場の

形態がうかがわれる。

北太平洋からBering海へ Bristol系のベニ鮭が入る通路としては，巾着網や密度分布，標識放流等

の結果から， Amukta Pa闘が最も主要な通路として知られている。 1956年と 1958年には Amukta

P醐が主要な通路であったが， 1957年には AmchitkaPi闘とKiska島西方の海峡が主要な通路

となっていて， Bowers Bank付近に高い密度分布が見られている(Hartt1962)0 1偶4年には全く

この海域には高い密度分布は見られなかったが，先に 2-3)で知られているように， 54053'N， 

169。盟'Wの地点には 8.5尾/反の高い密度分布が見られていて，これらの魚群は 42年魚が主群で

ある(藤井 1掲5)01960年に AmchitkaPa舗を通過したペニ鮭は同じように 42年魚が主群をな

していたが，同じ年令組成で同じ地方君事であるベニ鮭がこのように回瀞経路を異にするのは，より深

い生物学的要因によるものであろうか。

著者はその生物学的要因については知り得ないが，側面的要因である海洋条件にこのような変動に

対応する現象があるので記述する。

Ala紘anStreamは年によってその流路の位置が北に偏ったり，南に偏ったりしていて同じ年でも

時期または場所によってもその偏りは違っている。しかし中層以深では漁期期間中あまり大きな変化

はないものと思われる。先に著者はこのAlaskanStreamの流路の位置の変動を 1956年から 1鮒4年

の9年間について， 180。線と 1720W 線に沿う，ほぼ AlaskanStreamを直角に切る断面によって調

ぺた (1965)。それによると，各年の相対位置は 1720W では 1956年は最も北に偏り 1959年もや

や北寄りであるが， 1957年と 1960年は南に偏っていて，いずれの年も流路の幅は大差がなかった。

1720W 線については4年のみの資料であるが， 180。線についてみると， 1720W 線とは反対に1957年，

19前年と北に煽り， 1961年は北側の境界は不明であるが，南側の境界から推測すると同様に北に偏っ

ている。一方 1959年は最も南に偏り， 1鈍4年も同様南に偏っている。
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Brisωl系のベニ鮭がAla比anStreamに乗って A1aska湾の方から回激してくるものであるなら

ば， 19出年や 1959年のように AmuktaPa闘でAlω.kanS仕切mが大きくBering海の中に入っ

ている場合，ベニ鮭はそこから Bering海に当然運びこまれるであろうし，魚自身が務泳して容易に

Bering海の中に入ることが出来るであろう。しかし 1957年文は 1部O年のように， Amukta PaBB 

ではその流域がBeri晴海の中に多く見られない場合，そして 1加。付近のAmchitkaP醐で大き

く流域が Bering海の中にある場合，ペニ鮭はここを通路としてBering海に入るのではないだろう

か，勿論，資源量の大きさ，魚の年齢等も回務経路に関する要因であろうし，この現象も数年の聞に

見られているにすぎないが，今後の課題として提起するものである。

各句毎にベニ鮭の密度を図中に実線で示した。この値は全海域を総括しているため，他の魚種を主

目標としている船団もあって厳密な意味を持たないが，船団規模でベニ鮭を主目標として操業し得る

漁期盛期を知ることが出来る。またこの値は母船操業海域に来激したベニ鮭の量をある程度示すもの

であろう。

5月下旬には各年ほぼ同じ程度の密度が見られん分校が主漁場となって， 6月上句にやや値は下

っている。 Aa海域に Bri日tol系のベニ鮭が来激する場合は6月中旬にその盛漁期が見られ，イ直も高

い。 A2分校又はん分校に主漁場が見られるのは自月下匂以降であって，その盛漁期は7月上句か

ら中句にかけて見られる。

あとがき

著者は本著においてペニ鮭漁場の形成に関する物理的海洋条件について解析を試みたのであるが，

海洋条件はあくまで側面であって漁場形成の主体ではなく，主体であるべニ鮭自身の諸要因について

著者は多くの知見を有しないため，主体不在のままの現象記述に止まった次第である。この点につい

ては識者の方々の御批判と御教示をお願いするものである。

また本著が実際に漁場でベニ鮭の漁業にたずさわっている方々にとって，漁場選定の一助となるな

らば幸に思うものである。

要約

1) 1958年から 1964年の 7年間の母船式サケ，マス流し網操業記録にもとづいて，ペニ鮭漁場と海

況との対応について解析を試みた。その結果，ベニ鮭漁場は Ala日:kanStream と密接な対応を示す

ことが明らかにされた。

2) A1askan Streamは通常 1670Eまで達していて，これより 3つの舌状分枝が認めらる。一つは

ほぼ 1700Eに沿って南下しているものであるが， 7月以降衰退して， Subarctie Curr叩 tの東方へ

の張り出しとともに消滅する。 500N に沿って西へ伸びる分校は，各年，各時期を通してみられ，多

くの年に 1620E付近に達し，全漁期を通じて比較的ベニ鮭の密度は高い。他の分校は Komandarskie

群島沖合に伸びるものであるが前述の二分校ほど明確ではない。

3) Amchitka Pass付近に Bristol湾系のべニ鮭の高い密度分布が見られる年がある。 これらは

A1askan Streamと SubarcticCurrent及びBering海水塊との境界付近で極めて高い密度を示す。

4) 総じて商業上魚獲対象とされているベニ鮭はAlaskanStreamの流域内又は他水塊との境界付

近にのみ高い密度分布を示している。

5) ペニ鮭の好漁場は5月下句にはFig.20に示されている A1 に見られ，6月中は A..A2に見

られる。同時期にので述べたように AmchitkaP:脚付近にも見られる年がある。 7月に入るとん

及びんに見られるが8月以降は見られるべき漁場は形成されない。特に 49
0

N 以南では極端に低

い密度分布を示している。

6) ょに述べた現象についてはベニ鮭自身の要因即ち，地方別魚群の生態学的特性，年齢の相違，成
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熟の程度，資源量の大小等々の生物学的条件に対応しているものであろうが，これらの諸問題は今後

の課題として提起したい。
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